
　ある人が、亡くなって天国の門を通る夢を見ました。その人は「罪人」と書かれた札を持って

いました。彼は、このままでは天国に入れないだろうと思い、札の下にこう書き加えました。

「しかし、そんなに悪い人間ではありません。」　けれども、門の前で拒まれてしまいました。

次に彼はこう書き直しました。「正しい人になろうと努力してきました。」

しかし、また拒まれました。しばらく考えた後、彼はこう書きました。「私は救われることのない、

どうしようもない罪人です。」　それでも拒まれました。

最後に彼は最初のまま、「罪人」とだけ書かれた札を持って、天国の門の前に立ちました。

すると、門番は静かに彼を天国へと迎え入れたのです。

　私たちは、自分の力や善さによって、天の国に入るのではありません。神様が罪深い私たちを

憐れみ、救ってくださるのです。そして、その愛を心から信じるように、招いておられます。

　追悼祈願のミサで聞かれる福音では、イエス様は次のように祈られます。

「天地の主である父よ、これらのことを知恵ある者や賢い者には隠し、幼子たちに現して

くださったことを感謝します。」

　まことに、私たちは神の前では幼子のような者です。だからこそ、神様を必要としています。

神様なしでは、私たちは成熟することも、正しく生きることもできない、弱く愚かな存在です。

それでも神様は、そんな私たちをありのままに受け入れてくださいます。私たちは何かを付け

加える必要も、取り除く必要もありません。ただ幼子のように、神様の愛と御心を信頼するだけ

でよいのです。

神様を信じ、その御心に従って歩むなら、主はきっと、真の安らぎの道へと私たちを導いて

くださるでしょう。

　　司祭　ソ・ウォンハ

１０月のトピックス
　●ロザリオの月

１０月は「ロザリオの月」でした。山科教会では、例年 １０月中の主日ミサ前に「ロザリオの祈り」を一連

唱えており、今年も皆様とともにお祈りすることができました。

ロザリオの祈りを通して、皆様それぞれ 聖母マリア様のとりなしを、お願いされたのではないでしょうか。

　●Viktor Akira君 洗礼式

１０月１９日(日)、Viktor Akira Dantas de Andrade君の洗礼式が行われ

ました。洗礼・堅信名はBêdaです。ブラジル国籍で、山科区内に在住、

2024年１０月２４日生まれの満１歳です。

代父は祖父のBêda Gonçalves de Andradeさんで、

洗礼・堅信名はおじい様から戴いたとのことです。

１１月２日(日)、ミサ後にお祝いのプチパーティーを

伝道館で行います。

ただ幼子のように、神の愛と御心を信頼するだけでよいのです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【 ルカ10、21-24 】

山科教会ニュース
２０２５年１１月 第４１７号

1/3



　●「森林の話」

10月１９日(日)、伝道館でエコロジーに関する『森林の話』を行いました。

講師は役員で、森林ヒューマン・ファクター研究所長でもある山田容三様で、

ラウダート・シの「ともに生きる自然」を構成する木々や生物達の、ユニークな

生活や生き残り戦略を、分かり易くお話ししてくださいました。

この企画は、2025年度洛東ブロック宣教司牧計画の年間計画3-1の一環

として実施しました。

　●洛東ブロック行事「中高生・青年の集い」開催

１０月２６日(日)、洛東ブロック行事として計画していました「中高生・青年の

集い」を開催しました。　当日はあいにくの曇り空でしたが、洛東ブロックの

各小教区から３０名ほどの若者達に集まっていただき、天智天皇の山科陵

（御廟野古墳）や、５月に

国宝・重要文化財に指定

された琵琶湖疎水を散策

しました。教会に戻り、ＢＢＱを楽しんだあと、ソ神父様

から「ハロウィンについて」のお話しを聞き、感謝の祈り

で今年の「中高生・青年の集い」を締めくくりました。

＜洛東ブロック司牧チームからのお知らせ＞
　☆シスター テッシー 黙想会のため不在

シスター テッシーは、１１月４日(火)から１１日(火)まで、黙想会のため不在となります。

　☆ソ神父様 出張のため不在

ソ神父様は、１１月７日(金)から１０日(月)まで、京都・チェジュ中学生会「平和の集い」に同行のため

不在となります。１１月７日(金)の「レクチオ・ディヴィナ」はお休みしますので、ご注意ください。

＜役員会、評議会からのお知らせ＞
　☆『帰天された大切な方に思いを寄せて集う会』

１１月７日(金)に、『帰天された大切な方に思いを寄せて集う会』を行います。

ミサの初めに帰天者のお名前を読み上げ、ミサ後に焼香、伝道館で分かち合いを行います。献金（帰天

者お一人につき５００円を目安）を添えてお申し込みください。詳しくは典礼部 満永様にお訊ねください。

　☆２０２６年カレンダー、手帳の共同購入

２０２６年カレンダー及び手帳の共同購入の受付を、１１月９日(日)まで行っています。

主日ミサ後に聖堂後方で受付けていますので、ご利用ください。

　☆２０２５聖年 四日市教会巡礼

2025聖年にあたり企画しました「四日市教会巡礼」を、１１月１５日(土）に行います。

現在、２３名の方が参加されます。河原町教会（ １名）、北白川教会（６名）からも参加されます。

当日は、ソ神父様が同行され、四日市教会でごミサを予定しています。

　☆七五三の祝福

１１月１６日(日)、年間第３３主日のミサで『七五三のお祝い』を行います。当日のミサは、「子どもが奉仕

するミサ」とし、子ども達が侍者や朗読、共同祈願を奉仕してくれます。

たくさんの子ども達に集まっていただき、皆でお祝いしたいと思います。お孫さん達にもお声掛け下さい。

　☆『降誕祭』に向けての飾付けについて

１１月３０日(日)、待降節第１主日のミサ後に、全員清掃、飾付け、看板設置を行います。

皆様のご協力をお願いします。

　★ 山科教会からの「お知らせ」は、毎週日曜日に更新されます。聖堂内のボードに掲示すると共に聖堂
後方のテーブルにも置いてありますのでお持ち帰りください。

最新の情報は山科教会ホームページ（http://www.cyamach.sakura.ne.jp）をご確認ください。

京都司教区のホームページ（https://kyotodiocese.wixsite.com/website-1）もご参照ください。
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２０２５年１１月の予定
日 曜日

1 土

2 日 集会祭儀 ９：００

3 月

4 火 週日ミサ ９：３０

5 水

6 木

週日ミサ ９：３０

8 土

9 日 主日ミサ ９：００

10 月

11 火 週日ミサ ９：３０

12 水

13 木

14 金 週日ミサ ありません

15 土

主日ミサ ９：００

17 月

18 火 週日ミサ ９：３０

19 水

20 木

21 金 週日ミサ ９：３０

22 土

23 日 主日ミサ ９：００

24 月

25 火 週日ミサ ９：３０

26 水

27 木

28 金 週日ミサ ９：３０

29 土

30 日 主日ミサ ９：００

◆ミサ開式中は、中央の通路には立ち入らないでください（朗読、奉納、聖体拝領時を除く）。

◆主日ミサ終了後、５分間「聖歌練習」を行います。

今年の聖書週間は、１１月１８日から２５日です。

神の愛を知り、神の心を受け取るために、わたしたちは新約

聖書と旧約聖書を神の「ことば」として読み、大切にします。

この聖書に「より強い関心を持ち、親しみ、神の心に生きる」

ようになるための週間です。

ナン神父様 聖書を学ぶ会 ミサ後

ソ神父様

王であるキリスト ナン神父様 日曜学校 ミサ後

ソ神父様 レクチオ・ディヴィナ ミサ後

ソ神父様 レクチオ・ディヴィナ ミサ後

待降節第1主日 日曜学校 ミサ後

ナン神父様 聖書を学ぶ会 ミサ後

教会暦 行事予定　　　　※都合により日程及び時間の変更もあります

ナン神父様 聖書を学ぶ会 ミサ後

部会、日曜学校 ミサ後一場神父様

役員会

ラテラノ教会の献堂

全員清掃、日曜学校 ミサ後死者の日 Sr．テッシー

ナン神父様 聖書を学ぶ会 ミサ後

四日市教会巡礼、評議会

※『帰天された大切な方に想いを寄せて集う会』
7 金

ミサの後、茶話会を行います
レクチオ・ディヴィナは休みます

ソ神父様

レクチオ・ディヴィナ 休みます

※『七五三のお祝い』　子供が奉仕するミサ
日曜学校 ミサ後16 日 年間第33主日

ソ神父様

＊＊＊発行責任者＊＊＊

河原町･伏見･山科･桃山･北白川

共同宣教司牧洛東ブロック司牧チーム

編集：カトリック山科教会 広報部

住所： 〒607-8415

京都市山科区御陵中筋町３

TEL： ０７５－５８１－０７１９

FAX： ０７５－５８１－０７６０

聖書週間

今年のテーマ

「あなたがたに平和があるように」
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